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【記載要領】

	○各項目ごとに、《記載のポイント》を踏まえ、記載してください。

○記載欄が不足する場合は、適宜欄を追加するか、別紙で添付するなどしてください。

○別紙で添付する場合は、その旨を記載してください。

（記載例：別紙１のとおり、別添資料１のとおり　など）

○申請者としてのセールスポイントがわかるように、具体的に記載してください。
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Ⅰ　サービスの向上
	１　指定管理業務実施にあたっての考え方、運営方針等 
(1)　指定管理業務全般を通じた団体等の総合的な運営方針、考え方

《記載のポイント》

施設の設置目的や公の施設としての公共性・平等性を十分に理解し、方針として尊重する等、施設の役割を活かし、どのような施設運営を目指すのか、具体的に記載してください。
＜設置目的（参考）＞

神奈川県立伊勢原射撃場条例　第２条

県民に射撃に関する知識の習得及び技能の向上の場を提供し、もって県民のスポーツ振興に

寄与するための施設として、神奈川県立伊勢原射撃場（以下「射撃場」という。）を伊勢原
市上粕屋2,380番地に設置する。


	　(2)　国内外の射撃競技会や強化練習への適切な対応など、射撃競技専門施設としての管理運営業務についての考え方
　　《記載のポイント》
国内外の射撃競技会や強化練習への適切な対応を行うなど、射撃競技専門施設としての管理運営業務についての考え方を具体的に記載してください。
　(3)　新たな射撃競技者の開拓、射撃競技者の育成、射撃競技に対する一般県民への普及啓発についての考え

　　方
　　《記載のポイント》

　　　施設の設置目的を踏まえ、競技人口の拡大（新規開拓を含む）、競技者の育成、射撃競技に対する一般県民への周知・理解についての考え方を具体的に記載してください。

	(4)　業務の一部を委託する場合の業務内容等

　　《記載のポイント》

業務の一部を委託する場合について、その考え方や業務内容、委託により見込める効果、効率性、選定方法等について、具体的に記載してください。


	 ２　施設の維持管理
　(1)　射撃場としての特性・課題を踏まえた維持管理
《記載のポイント》

参考資料４の「伊勢原射撃場の維持管理及び運営等に関する業務の基準」の「２　施設の維持管理に関する業務」の項を確認の上、ライフル射撃場及びクレー射撃場を併設する総合射撃場という施設及び設備の特性や課題を踏まえた維持管理について、具体的に記載してください。特に、銃器類等を扱う施設としての防犯対策、射撃競技に係る専用機器のメンテナンスや銃器類等の適切な管理方法、その他日常の保守管理、小破修繕等の維持管理業務についての具体的な取組を記載してください。

(2)　周辺環境に配慮した施設の管理運営（各種法令等を遵守した施設の管理運営）
《記載のポイント》　

鉛汚染等の発生の防止や騒音被害の防止など周辺環境に配慮した施設の管理運営について、具体的な取組を記載してください。また、清掃、ごみ収集・分別方法等に係る具体的な取組を記載してください。
(3)　清掃業務、保守点検業務、受付業務、警備業務等についての実施方針
《記載のポイント》　

施設の維持管理に必要な有資格者や十分な人員を配置する等、業務基準を達成するための実施方針について具体的に記入してください。また、委託を行う場合における、選定方法と実施方針についての具体的な取組を記載してください。



	３　利用促進のための取組、利用者への対応、利用料金
(1)　有害鳥獣の駆除を行う狩猟者等の適切な銃の取扱い及び射撃技能の向上についての取組
《記載のポイント》

どのような利用促進のための事業を行い、サービスの向上につなげていくのか、具体的な取組を記載してください。

(2)　関係法令に基づく講習会や研修会への適切な対応
《記載のポイント》

どのような利用促進のための事業を行い、サービスの向上につなげていくのか、具体的な取組を記載してください。

(3)　新たな利用者の開拓や育成、一般県民への普及啓発など、射撃競技の裾野拡大に向けた取組
《記載のポイント》

どのような利用促進のための事業を行い、サービスの向上につなげていくのか、具体的な取組を記載してください。

(4)　より多くの利用を図るために実施する事業の実施方針、内容等
《記載のポイント》
どのような利用促進のための事業を行い、サービスの向上につなげていくのか、具体的な取組を記載してください。また、指定期間中の年度ごとの施設の利用者数の目標値、その他数値目標の設定が可能なものは数値目標についても記載してください。
(5)　全国規模の大会誘致や、競技力向上に向けた取組
《記載のポイント》
どのように全国大会を誘致・実施していくのか。また、どのように大会で活躍できる選手の育成を図り、競技力向上につなげていくのか、具体的な取組を記載してください。
(6)　より多くの利用を図るために行う広報・ＰＲ活動の内容等
《記載のポイント》　
より多くの利用を図るためにどのようにＰＲしていくのか、具体的な取組を記載してください。
(7)　利用料金の設定、障がい者等の利用促進に配慮した減免の考え方

　　《記載のポイント》

利用料金制の主旨や内容をどのように理解していますか。様式２－10ページの利用料金表を用いて、利用料金表を作成してください。また、利用料金制を施設の運営にどのように生かしていくのか、障がい者を含めた利用促進に配慮した減免についての具体的な考え方を記載してください。
【利用料金設定の考え方とその理由、障害者等の利用促進に配慮した減免の考え方とその理由】

　《記載のポイント》

施設等の利用料金は、条例に定める額の範囲内において、指定管理者が知事の承認を得て定めることができます。利用料金を次の表により設定するとともに、利用料金設定の考え方や理由を記載してください。（網掛部分（第二ライフル射撃場）は利用停止中のため、設定する必要はありません。）
現指定管理者の減免基準を参考に、どのような減免基準を定めるのかについて、任意の書式により具体的に記載してください。また、減免基準を定めるにあたって、特に提案したいことやアピールしたいことがあれば併せて記載してください。
【利用料金表】
区分※１
単位
利用料金
条例規定

利用料金

の上限額

(参考)

令和２年度
利用料金

クレー射撃場
一般利用
学生等
１人１日
円
840円
620円

その他の者
同
円
2,090円
※４840円

専用利用※２
１面１日

円
37,620円
―
第一ライフル射撃場
空気銃射場
学生等
１人１日
円
1,260円
940円

その他の者
同
円
1,570円
1,250円

小口径銃射場
学生等
同
円
1,460円
1,250円

その他の者
同
円
1,890円
1,560円

第二ライフル射撃場
空気銃射場
　
学生等
同
―
1,260円

―
その他の者
同
―
1,570円

―
小口径銃射場
　
　
　
　
　
　
　
　
空気銃を使用する場合
同
―
1,780円

―
ライフル銃を使用する場合
　
固定標的を使用する場合
学生等
同
―
1,460円

―
その他の者
同
―
1,890円

―
移動標的を使用する場合
同
―
2,730円

―
火縄式鉄砲を使用する場合
同
―
3,460円

―
フリー・ピストル競技用のけん銃を使用する場合
同
―
1,890円

―
センター・ファイア・ピストル競技用のけん銃を使用する場合
同
―
2,090円

―
ラピッド・ファイア・ピストル競技用のけん銃を使用する場合
同
―
2,090円

―
散弾銃を使用する場合
固定標的を使用する場合
同
―
3,460円

―
移動標的を使用する場合
同
―
3,660円

―
大口径銃射場
同
円
3,460円
※５3,140円

ビーム・ライフル射場※３
学生等
同
円

840円
310円

その他の者
同
円
1,040円
520円

クレー放出機
ｸﾚｰ１枚
円
60円
※６26円

電子標的
第一ライフル射撃場
１台１日
円
2,090円
※７200円

第二ライフル射撃場
同
―
2,830円

―
※１　区分については提案に応じ適宜追加してください。（例：県内、県外）
※２　令和５年４月１日より利用料金が改定されクレー射撃場の専用利用の利用料金の上限額が新たに設定されます。

※３　ビーム・ライフル射場については、スポーツ・競技振興の観点から、第二ライフル射場以外の施設で実施する
ものとして提案してください。　　
※４　県内　　　　※５　大口径銃使用　　　　※６　学生等　　　　※７　学生等
(8)　施設の特性をより効果的に活かすために行う自主事業の内容等
　　《記載のポイント》

施設の特性をより効果的に活かすために行う独自の発想に基づく事業提案やアピールしたいことが特にあれば、記載してください。なお、記載にあたっては人員配置や料金設定等を含め、具体的に記載してください。

　(9)　サービス向上のために行う利用者ニーズ・苦情の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等
　　《記載のポイント》
利用者の意見等の把握や、苦情・要望に対する的確な把握と対応方法等について、その内容の事業等への反映をどのように行っていくのか、具体的な取組を記載してください。
(10)　手話言語条例への対応
　　《記載のポイント》

施設の特性に応じて、手話等を用いて接客対応できるような体制の整備や研修・講習会を実施する等の対応方針について記載してください。

(11)　外国人、障がい者、高齢者等誰もが円滑に施設利用するための、コミュニケーションにおける工夫及び必要に応じた支援の方針
　　《記載のポイント》

施設の特性に応じて、外国人、障がい者、高齢者等多様な利用者に対応できるような体制の整備や研修・講習会を実施する等の対応方針について記載してください。



	４　事故防止等安全管理
(1)　銃砲を取り扱う施設の特性を鑑み、射撃場の指定管理業務を行う際の事故防止等の安全性の確保

《記載のポイント》
事故防止に関するマニュアルの作成、職員研修の実施、有資格者の配置等、利用者の事故防止へ向けた取組について具体的に記載してください。
(2)　事故・不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事案を認知した際の対応方針
　　（対応方針には、利用者に外国人や障がい者、高齢者が含まれていた場合を含む）
　　《記載のポイント》

事故や不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全管理の妨げとなりうる事案（不法侵入、職員等の心身の喪失、その他施設の利用者及び職員の生命・身体を脅かすような支障等）を認知した際における対応について、利用者の安全確保等の緊急時の体制を含めて具体的に記載してください。
(3)　急病人等が生じた場合の対応

　・救急救命士等の配置、救命に関する職員研修等
　　《記載のポイント》

事故や震災等の緊急事態が発生した場合における対応について、利用者の安全確保等の緊急時の体制を含めて具体的に記載してください。
(4)　新型コロナウイルス等の感染症に対する対応方針
　　《記載のポイント》

感染防止に向けた取組について、行政との連携、協力体制を含めて具体的に記載してください。


	５　地域と連携した魅力ある施設づくり
(1)　地域振興に関する取組（集客促進など地域活性化に向けた取組）の内容
《記載のポイント》
地域活性化につながる具体的な取組（地域活性化の観点からの集客促進の取組など）を記載してください。

　(2)　地域人材の活用、地域との協力体制の構築及びボランティア団体等の育成・連携の取組内容
《記載のポイント》
伊勢原射撃場の運営を行う上で、地域人材の活用、地域との協力体制の構築及びボランティア団体等の育成・連携をどのように行っていくのかについて、具体的に記載してください。
　(3)　地元企業への業務委託等による迅速かつきめ細かいサービスの提供に向けた取組内容
　　《記載のポイント》
　地元企業への業務委託等をどのように行っていくのかについて、具体的な取組を記載してください。



Ⅱ　管理経費の節減等

令和５年度～９年度(R5.4.1～R10.3.31)の収支計画書
収　支　計　画　書

［令和○年度の収入計画］(※１) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	   区　　分
	金　　額
	内　　訳（具体的な積算）

	利用料金収入
	
	

	事業収入
	
	

	計 
	
	


［令和○年度の支出計画］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	区　　分
	金　　額
	内　　訳（具体的な積算）

	人件費
	
	

	事務費
	
	

	
	旅費
	
	

	
	消耗品購入費・印刷製本費
	
	

	
	通信運搬費
	
	

	
	事務機器賃借料
	
	

	
	その他（各種手数料等）
	
	

	管理費
	
	

	
	光熱水費
	
	

	
	保守点検費（個別に記載）(※２)
	
	

	
	
	定期清掃費
	
	

	
	
	保守点検費
	
	

	
	
	検査料等
	
	

	
	業務委託料（個別に記載）(※２)
	
	

	
	
	夜間警備
	
	

	
	
	鉛弾改修等業務
	
	

	
	
	その他（産業廃棄物処理委託等）
	
	

	
	維持修繕費・工事費(※３)
	
	

	
	建築基準法に基づく施設定期点検料
	
	

	射撃事業費
	
	

	
	射撃講習費
	
	

	
	標的等仕入費(※４)
	
	

	公租公課
	
	

	
	公租公課（消費税等）
	
	


［令和○年度の県への納付金］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	   区　　分
	金　　額
	内　　訳（具体的な積算）

	県への納付金 (※５)　
	
	


【令和５年度～９年度における収支計画書の作成にあたって】

１）　令和５年度～９年度について年度毎に作成してください。
２）　作成にあたっては、

・参考資料４「神奈川県立伊勢原射撃場の想定収支」を参考にしてください。

・必ず「経費積算内訳書（収支計画書）（様式３）」を使用してください。
３）　事務費並びに管理費のうち保守点検費及び業務委託欄は、適宜追加して、できるだけ詳しく記載してください。

４）　積算根拠となる資料を適宜添付するなど、分かり易い積算を行ってください。
５）　自主事業を行う場合には、Ⅰ３(8)の記載内容を基に、指定管理業務とは別立てで、収支計画を作成してください。

※１　収入計画については、年度毎にP.18に示す内訳書「収入計画」を作成し、添付してください。
※２　様式４「委託予定業務一覧表」の「委託に係る予算額」を記載してください。
※３　修繕費、工事代（施設整備）については、参考資料５の金額をベースに記載してください。
※４　標的等仕入費については、年度毎にP.19に示す内訳書「標的等仕入費」を作成し、添付してください。※１及び※４共に、必ず「経費積算内訳書（収支計画書）（様式３）」を使用してください。
※５　県への納付金には、指定管理業務による収益だけでなく、自主事業による収益を充当することも可能です。
【内訳書「収入計画」】

令和○年度　
	金　額
	積　算　内　訳

	千円
	利用料金等収入

	
	　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
	クレー射撃場
	千円

	
	
	
	学生等　
	円
	×
	人
	＝
	千円
	

	
	
	
	その他の者
	円
	×
	人
	＝
	千円
	

	
	
	
	専用利用
	円
	×
	面
	＝
	千円
	

	
	
	ライフル射撃場
	千円

	
	
	　
	空気銃射場(学生等)
	円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	空気銃射場(その他の者)
	円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	小口径銃射場(学生等)
	円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	小口径銃射場(その他の者)
	円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	大口径銃射場
	円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	クレー放出機(*1)
	千円

	
	
	　
	円
	×
	枚
	＝
	千円
	

	
	
	電子標的
	千円

	
	
	　
	円
	×
	人
	＝
	千円
	

	
	
	ビームライフル利用料
	千円

	
	
	　
	学生
	円
	×
	人
	＝
	千円

	
	
	
	その他の者
	円
	×
	人
	＝
	千円

	千円
	事業収入

	
	　
　
　
　
　
　
　
　
	射撃教習受講料
	千円

	
	
	
	クレー
	千円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	ライフル小口径
	千円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	
	　　　　大口径
	千円
	×
	人
	＝
	千円
	　

	
	
	標的等販売収入
	千円

	
	
	
	クレー(*2)
	＠
	円
	×
	枚
	＝
	千円
	　

	
	
	
	ライフル

	大口径
	＠
	円
	×
	枚
	＝
	千円
	　

	
	
	
	
	空気銃
	＠
	円
	×
	枚
	＝
	千円
	　

	千円
	


注) 網掛部分は、Ⅰ３(7)【利用料金表】において設定した利用料金を記入してください。
注) 積算内訳の項目は適宜追加して、できる限り詳しく記載してください。
注) クレー射撃の標的１枚に掛かる料金は、(*1)クレー放出機利用料＋(*2)クレー代として考えてください。
したがって、(*1)で記載した枚数と(*2)で記載した枚数は同数となります。
【内訳書「標的等仕入費」】

令和○年度　
	金　額
	積　算　内　訳

	千円
	標的等仕入支出

	
	
	クレー標的　

	
	
	
	＠　　　　　　円
	×
	枚
	×
	110% 
	＝
	千円

	
	
	ライフル標的

	
	
	　
　
　
　
	大口径

	
	
	
	
	＠　　　　　円
	×
	枚
	×
	110% 
	＝
	　千円

	
	
	
	空気銃

	
	
	
	
	＠　　　　　円
	×
	枚
	×
	110% 
	＝
	　千円


注) 積算内訳の項目は適宜追加して、できる限り詳しく記載してください。
注) 【内訳書「収入計画」】に係る標的等販売収入で積算した枚数と整合するよう注意してください。
【内訳書「人件費」（注意：内訳等を詳細に記載してください。）】

令和○年度　
（１）職員数　   計　　人
場長　○人、常勤職員○人、非常勤職員等(日々雇用職員等)○人

（２）人件費　　計　　　　千円
　　ア　場長　　　　　　　　　　　　　　　小計　　　　千円
　　　　　給与　　　　　単価(月額)　×　１人　×　　ヶ月　＝　　　　千円

　　　　　ボーナス等　　　　　　　　　　　　　　　　 　年額　　　　千円

　　　　  各種手当等　　　　　                       　年額　　　　千円

　　　　　共済費（法定福利費）                       　年額　　　　千円

          その他（ある場合は内容、内訳を記載する。）　 年額　　　　千円

　　イ　常勤職員　　　　　　　　　　　　　小計　　　　千円
　　　　　給与　　　　　単価(月額)　×　○人　×　　ヶ月　＝　　　　千円

　　　　　ボーナス等　　　　　　　　　　　　　　　　 　年額　　　　千円

          各種手当等　　　　　                       　年額　　　　千円

　　　　　共済費（法定福利費）                       　年額　　　　千円

          その他（ある場合は内容、内訳を記載する。）　 年額　　　　千円

　　ウ　非常勤職員等(日々雇用職員等)　　小計　　　　千円
給与　　　　　単価(月額)　×　○人　×　　ヶ月　＝　　　　千円

　　　　　ボーナス等　　                               年額　　　　千円

          各種手当等　　　　　                       　年額　　　　千円

　　　　　共済費（法定福利費）                       　年額　　　　千円

          その他（ある場合は内容、内訳を記載する。）　 年額　　　　千円
Ⅲ　団体の業務遂行能力
	１　人的な能力、執行体制
(1)　射撃競技及び銃砲刀剣類所持等取締法などの関係法令に基づく銃器の取扱いに十分精通し、施設の安全な管理運営を担える能力と執行体制
　《記載のポイント》

射撃競技や関係法令に基づく銃器の取扱いに十分精通した者による施設の安全な管理運営を担える能力と執行体制の確保について、記載してください。
(2)　指定期間を通じて効果的・効率的に指定管理業務を行うための人員配置等の状況
　《記載のポイント》
伊勢原射撃場の運営に関する組織及び職員構成を職名、指揮命令系統が分かるように組織図を記載してください。（職員数は【内訳書「人件費」】と整合するよう注意してください。）
    　なお、組織図に記載された職員全てについて次の事項を記載してください。特に教習射撃指導員、練習射撃指導員、防火管理者等資格を要する者の配置については必ず記載してください。

・就業条件（勤務時間、休日設定等）

・職務分担及び職務内容

・雇用関係（常勤・非常勤・アルバイト等）
　　《記載のポイント》
　職員構成による１ヶ月分の勤務計画表（シフト表など）を例示してください。

　(3)　業務の一部を委託する場合の管理・指導体制の状況
《記載のポイント》

　業務の一部を委託する場合は、その管理・指導体制について、記載してください。
(4)　指定期間を通じて安定して指定管理業務を行うための人材育成や職員採用の状況、労働時間短縮の取組や職場のハラスメント対策など労働環境の確保に係る取組状況
　　《記載のポイント》
伊勢原射撃場の運営に必要な人材（特に教習射撃指導員、練習射撃指導員、防火管理者等資格を要する者）を確保するための職員採用にあたっての選考方法、選考基準、採用数等について、具体的に記載してください。
《記載のポイント》

伊勢原射撃場の運営に携わる職員の資質向上の観点から、人材育成の考え方、研修内容や研修計画について、具体的に記載してください。
《記載のポイント》

労働時間短縮の取組や職場のハラスメント対策等労働環境の確保のための取組方法等について、記載してください。



	２　コンプライアンス、社会貢献
(1)　指定管理業務を実施するために必要な団体等の企業倫理・諸規程の整備、施設設備の維持管理に関する法規や労働関係法規などの法令遵守の徹底に向けた取組の状況（労働条件審査の実施予定など施設職員に係る労働条件の確認の有無を含む）
《記載のポイント》
関係法令や条例等の規定を遵守した適切な施設運営という観点から、特にどのようなことに留意すべきかについての考え方を記載してください。
　　《記載のポイント》
　法令遵守について職員に徹底するための教育･研修等について、具体的に記載してください。
　　《記載のポイント》

申請開始の日から起算して過去３年間に労働基準監督署・年金事務所等からの指摘事項の有無及び指摘事項があった場合に、適切な対応がされていること（指摘事項の概要、労基署等への報告内容（是正内容、是正完了年月日など））を記載してください。
(2)　指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況
《記載のポイント》

伊勢原射撃場の管理運営業務において、環境への配慮という観点から、具体的にどのような取組を考えているか記載してください。
(3)　法定雇用率の達成状況等、障がい者雇用促進の考え方と実績
《記載のポイント》

　障がい者雇用の促進についての考え方を記載してください。
ア　法定雇用率の達成状況、未達成の場合の今後の対応
(ｱ) 障害者雇用状況（募集の直前の６月１日現在）※１
法定雇用障害者数の算定の基礎となる労働者数(Ａ)
うち常用雇用障害者数(Ｂ)
実雇用率
(Ｂ)／(Ａ)×100

不足数
(Ａ)×法定雇用率※2－(Ｂ)
※１　「障害者の雇用の促進等に関する法律」（以下、障害者雇用促進法という。）に基づき、厚生労働省に報告している令和３年６月１日現在の障害者雇用状況を記載してください。報告義務のない法人については、(Ａ)、(Ｂ)を記載してください。
算定方法については、厚生労働省に報告する障害者雇用状況報告書の記載要領を確認してください。
※２　法定雇用率については厚生労働省のＨＰを参照してください。
（参考）障害者雇用のルール
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/jigyounushi/page10.html#01
(ｲ) 未達成の場合の今後の対応
(ｳ) 障害者雇用促進法に基づく国（公共職業安定所長）からの障害者雇入れ計画作成命令
の有無
□有（計画作成命令を受けた後の対応について：　　　　　　　　　　　　　　　  ）
□無
イ　障がい者雇用促進の考え方と実績
（障がい者雇用企業等≪障害者雇用企業、障害福祉サービス事業所、在宅就業支援団体など≫に優先的に発注するなど障がい者雇用を促進する考え方や実績を記載してください。）
(4)　障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「ともに生きる社会かながわ憲章」の主旨を踏まえた取組についての考え方
《記載のポイント》

障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「ともに生きる社会かながわ憲章（別添参照）」の主旨を踏まえた障がい者への配慮に係る方針や、障がい者への理解促進に向けた団体内の研修などの具体的な取組方法等について記載してください。
(5)　手話言語条例への対応
《記載のポイント》

団体の状況に応じて、手話に対応できる体制の整備や研修・講習を実施するなどの具体的な取組方法等について記載してください。

(6)　社会貢献活動等、ＣＳＲの考え方と実績、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取組
《記載のポイント》

社会的な責任を果たし、または、社会貢献を行うための具体的な活動について記載してください。
《記載のポイント》

施設と関連のあるＳＤＧｓの目標（目標３（保健）、目標４（教育）、目標11（都市））について、達成のための取組方針を記載してください。


	３　事故・不祥事への対応、個人情報保護
(1)　募集開始の日から起算して過去３年間の重大な事故または不祥事の有無ならびに事故等があった場合の対応状況及び再発防止策構築状況
《記載のポイント》

過去３年間の重大な事故または不祥事の有無ならびに事故があった場合の対応状況を記載するとともに、当該事故または不祥事に対する再発防止策の構築状況を記載してください。なお、重大な事故または不祥事の該当が無い場合には、伊勢原射撃場の管理運営業務において起こりうる事態を想定し、どのようなことに留意すべきと考えるかについて記載してください。
(2)　個人情報保護についての方針・体制、職員に対する教育・研修体制及び個人情報の取扱いの状況
《記載のポイント》

個人情報保護の観点から、伊勢原射撃場の管理運営業務において、特にどのようなことに留意すべきと考えるか記載してください。

　　　（参考）

伊勢原射撃場の管理運営業務で扱う個人情報は、主に利用の申込みに係る利用者の氏名等に

ついて、年間約20,000件程度を扱うことが想定されます。
　　《記載のポイント》
伊勢原射撃場の管理運営業務で取り扱う個人情報を保護するための管理体制について、具体的に記載してください。
　　《記載のポイント》
　個人情報保護について職員に徹底するための教育･研修等について、具体的に記載してください。


	４  これまでの実績
(1)　指定管理施設と類似の業務を行う施設等での管理実績の状況
《記載のポイント》
伊勢原射撃場の類似施設（伊勢原射撃場を含む射撃競技施設）での実績がありましたら、具体的に記載してください。
(2)　県又は他の自治体における指定取消しの有無
《記載のポイント》

県又は他の自治体における指定取消しがありましたら、その理由や経緯等を具体的に記載してください。



